
第１１５回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２１年１１月１０日（水）１８：３０～２０：００ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数  １４名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

 

（１）気になる本で話そう 

【概要】 

秋吉理香子さんの著書『息子のボーイフレンド』を題材とし、ＬＧＢＴを含めた多様性について、

日頃感じていることや考えていること、疑問などを意見交換するイベントを開催したい。 

自分らしく生きることやお互いを認め合うことについて考える場にしたい。 

 

【意見】 

・題材となっている著書は、高校生の推薦図書にもなっているので、若い世代の参加者を募ってみ

てはどうか。 

→若い世代の方がＬＧＢＴに対して理解・受容している人が多いので、幅広い年齢層の参加者を募

りたい 

・定員はどれくらいを想定しているか。 

→２０名としたい。 

 

（２）すのこでＤＩＹ 

【概要】 

すのこ５枚を組み合わせて、本棚をつくるＤＩＹのイベントを開催したい。ＤＩＹ初心者が躓きや

すい、ネジの選び方や止め方を伝授する。また、実技はしないが塗装の仕方も紹介したい。 

開催時期は、来年の春休みを希望。 

 

【意見】 

・参加者は何を持ってくれば良いか。 

→同じサイズのすのこ５枚のみ。ネジや開閉式扉の付属品等は企画者が準備する。 

・ネジの選び方や締め方を教えてもらえたら嬉しい。 

 

（３）ことば蔵１０周年記念「①テーマ継続・ことば蔵イベント紹介、②みんなの寺子屋」 

①テーマ継続・ことば蔵イベント紹介 



【概要】 

交流フロアで開催されているイベントをフロアに同時開催し、お祭りのようなイベントを実施した

い。各イベントをブースで分けて、ミニイベントとして２日間開催し、関連展示も行いたい。テー

マは「継続」とし、過去から未来へとことば蔵がこれからも飛躍していくことをアピールしたい。 

 

【意見】 

・歴代の図書館長を呼んでみたら面白いのではないか 

・交流フロア運営会議の開館当初に来ていたメンバーにも来てもらってはどうか 

 

②みんなの寺子屋 

【概要】 

ことば蔵開館６周年で開催した「みんなの寺子屋」を 10 周年記念でも開始したい。学校のように

時間割に沿って授業が開催される、尼崎の「みんなのサマーセミナー」を参考としている。 

子どもが先生になるという点をオリジナリティとして大切にしながら実施したい。 

 

【意見】 

・先生はどう集める？ 

 →先生になりたい人を事前に募集する 

・「寺子屋」という名前なので、論語の授業もぜひ入れてほしい 

 

（４）「伊丹酒歌留多」めくって当たるかな大会 

【概要】 

年末年始に伊丹のお酒や歴史について学べる「伊丹酒歌留多」を使用した歌留多大会を開催したい。

コロナ対策のため普通の歌留多のルールとは異なり、各参加者が１セットずつ歌留多を使い、その

中から１５枚を選定する。その後、無作為に選ばれた読み手が読んだ歌留多をゲットしていき、一

番多くの歌留多が読まれた人が勝利…というルールで行う。 

また、同歌留多はホームページからダウンロードしてお家で楽しむことも可能としたい。 

 

【意見】 

・歌留多を楽しみつつ、伊丹のお酒や歴史に関する解説もしてほしい 

・会場に歌留多の大判展示等で、参加者が伊丹のお酒や歴史について学べる展示があっても良いと

思う 

・歌留多が少なくなった人が勝利、ではなく、歌留多を一番多く手に取った人が勝利とプラス換算

のルールの方が良いと思う 

 

（５）プラモデルを作る会？？からはじまるプラモデル 

【概要】 

・自分が作りたいプラモデルを製作するワークショップと、完成品の展示会を開催したい。 

・１人でも作れるプラモデルだが、疑問に思ったことを仲間同士で解決したり、図書館なので本を



読んで解決したりできるような機会にしたい。 

・対象は４歳以上（４歳から小学２年生までは保護者同伴）。 

 

【意見】 

・前回は参加者が過去最多だったとのことだが、どんな人が多かったのか。 

→大人が多かった印象がある。もっと子どもにも参加してほしい。 

・子どもと一緒にプラモデルを作りたいと思っている人もいる。そこにアプローチしてはどうか。 

 

（６）伊丹公論で壁新聞をつくろう！ 

【概要】 

ことば蔵開館１０周年を記念し、ことば蔵が発行している「伊丹公論」を使ってまわし読み新聞を

つくるイベントを開催したい。復刊１号から最新号までの伊丹公論で気になった記事を２つ選び、

切り抜き貼り付け、完成後は交流フロアで永久保存したい。本イベントを通じて伊丹公論に興味を

持ち、編集委員に入って欲しい。 

 

【意見】 

・伊丹公論編集をしているメンバーに同イベントの相談や協力依頼をした方が良いと思う。 

・完成したまわし読み新聞を交流フロアで永久保存することは難しいだろう。 

・切り抜いて貼り付けるだけではなく、コラージュのような形にしてはどうか。 

 

＜イベント実施報告＞ 

（１）自分だけのキャリアを磨こう！ 

・全３回実施したが、参加者が最後まで参加してくれたことが良かった。 

 

（２）プラモデルを作る会？？からはじまるプラモデル 

・これまでで一番多い参加者数だったが、大人の参加者が多かった 

・製作や参加者が持参した作品等を通じて、参加者どうしが交流できる場となって良かった 

・子どもにもたくさん参加してほしい 

 

（３）漫画を語ろう！ 

・今回のテーマは「青春を思い出す漫画」。参加者は７名で、学生時代に読んでいた漫画や、熱中し

ていた漫画など、話が盛り上がった。来年取り上げるテーマについても話し合いを行った。 

・次回は１１月２４日（水）１８：３０、テーマは「役に立った漫画」。 

 

（４）小さな朗読会～朗読と音楽を～ 

・ことば蔵の第一木曜日に朗読会を開催した。『どんぐりと山猫』や『智恵子抄』等の演目を披露し

たが、好評で良かった。 

 

４ 次回の運営会議 ２０２１年１２月１日（水）１８：３０～ ことば蔵１階 交流フロア 


